
 

 「Ⅳ 社会福祉法人との連携強化」などは、概ね順調に取り組んでいますが、「Ⅵ 人材育成・確保」や「Ⅷ 収入

確保」の取組区分において、一部未着手の取組項目があるため、次年度以降は計画どおり進めていけるよう努めてまい

ります。 

社会福祉法人千葉市社会福祉協議会基盤強化方針（平成 29～32年度）の平成 29年度報告 

【概要版】 

１ 目的・趣旨 本方針の進捗状況について、各年度の中間期と年度末に進捗状況の確認をし、予定どおり進捗してい

ない場合は原因を徹底的に究明します。 

２ 進捗状況  平成２９年度の進捗状況は、取組項目数４２に対し、順調な取組みが 2３（54.8%）、遅れが見られ

る取組みが 10（23.8%）、未着手の取組みが４（9.5%）となっています。【評価外５（11.9%）】 

取組区分 取組項目数 
進捗状況 

順調 遅れ 未着手 評価外 

Ⅰ 協議体の再構築 ３ ３ - - - 

Ⅱ 地区部会への支援強化 ７ ５ １ - １ 

Ⅲ 実施事業の見直し ６ ４ - - ２ 

Ⅳ 社会福祉法人との連携強化 ３ ３ - - - 

Ⅴ 区事務所の強化 ４（内再掲２） ２ １ - １ 

Ⅵ 人材育成・確保 ６ ３ １ ２ - 

Ⅶ 支出削減 ２（内再掲１） １ - - １ 

Ⅷ 収入確保 ７ - ５ ２ - 

Ⅸ 資金管理の強化 ４ ２ ２ - - 

合計 ４２ ２３ １０ ４ ５ 

（１）順調な取組みの主なもの 

取組項目 
計画 H29 H３０ 

H29 H30 実績 自己評価 取組みの方向性 

№19 

社会福祉法人 

との関係づくり 

60％以上 100％ 

 市全体の社会福祉法人約

73％（113／155 法人）

を訪問しました。 

 計画以上に進捗しまし

た。 

 各法人とも地域貢献の必

要性を十分理解されている

ものの、具体的な取組み方

法について苦慮している法

人もありました。 

 残りの法人を訪問する

予定。 

 引き続き社協や地区部

会活動などの説明をしつ

つ、各法人の地域貢献状況

を把握していき、連携協力

体制の構築に努めます。 
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（２）遅れの見られる取組みの主なものと理由 

取組項目 
計画 H29 H３０ 

H29 H30 実績 自己評価 取組みの方向性 

№22 

人事考課制度 

の見直し 

考課表 

改定案 

作成 

新考課表

による考

課を実施 

 他指定都市社協の考課表

を取り寄せるなど、情報収

集に努め、本会に馴染む考

課項目や行動例を検討しま

したが、新考課表の策定ま

では至りませんでした。 

 意図した効果がきちんと

現れるよう、処遇反映のあ

り方を含めて、より慎重に

検証することとしたため、

計画に遅れが生じていま

す。 

 29年度の実績に加え、

職員からも多様な意見を

集め、新考課表制定も含め

たよりよい制度運用につ

いて検討していきます。 

理由：評価項目や処遇反映について、より慎重に検証する必要があるため。 

 

 

（３）未着手の取組みと理由 

取組項目 
計画 H29 H３０ 

H29 H30 実績 自己評価 取組みの方向性 

№25 

職務分類 

の適正化 

検討 検討  未着手となっています。 
 計画どおり進みませんで

した。 

 社会福祉事業団との合

併を想定した場合なども

含め、多様なシミュレーシ

ョンを行います。 

理由：他の事務事業との関係で未着手となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


